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本
稿
は
、
支
謙
訳
『
義
足
経
』
に
試
訳
を
施
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。『
義
足
経
』
と
い
う
経
典
自
体
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
第
四
章
（Suttanipa¯ta
atthakavagga
）
や
そ
の
注
釈
書
『
パ
ラ
マ
ッ
タ
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
』（Param
atta-
jotika¯
）
と
の
関
係
は
、
村
上
真
完
『
仏
の
こ
と
ば
註
㈢
』
に
詳
（
 
）
し
い
の
で
当
該
書
物
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
て
、
呉
の
支
謙
は
、
在
家
の
仏
教
信
者
で
あ
る
が
、
諸
言
語
に
通
じ
、
中
国
語
が
堪
能
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
中
国
文
化
に
も
（

）
に
造
詣
が
深
か
っ
た
。
支
謙
は
そ
の
よ
う
な
素
養
を
漢
訳
す
る
際
に
存
分
に
発
揮
し
、
原
典
を
直
訳
す
る
よ
り
も
意
訳
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
韻
文
を
訳
す
際
に
も
、
平
仄
を
調
え
る
の
は
無
理
で
あ
る
に
せ
よ
、
中
国
語
詩
文
と
し
て
の
リ
ズ
ム
（
節
奏
）
を
調
え
、
時
に
は
脚
韻
を
工
夫
す
る
な
ど
、
漢
文
と
し
て
の
水
準
を
可
能
な
限
り
高
め
る
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
支
謙
の
漢
訳
に
は
、
確
か
に
読
み
に
く
い
側
面
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
読
み
に
く
さ
の
主
た
る
原
因
は
、
後
に
成
立
し
て
い
く
定
訳
語
と
は
異
質
な
訳
語
を
使
っ
た
り
、
固
有
名
詞
を
意
訳
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
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論
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訳
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光
華
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（
１
）
村
上
真
完
『
仏
の
こ
と
ば
註
㈢
│
パ
ラ
マ
ッ
タ
ジ
ョ
ー
テ
ィ
カ
ー
│
』（
春
秋
社1988
）pp.550
ff
.
の
註
１
。
極
め
て
優
れ
た
解
題
が
当
該
箇
所
に
存
在
す
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
（
２
）
『
高
僧
伝
』
に
は
、「
博
覽
經
籍
莫
不
精
究
。
世
間
伎
藝
多
所
綜
習
。
遍
學
異
書
通
六
國
語
」（『
大
正
』50,p.325
a
）
と
あ
る
。
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ろ
漢
文
と
し
て
は
他
の
翻
訳
漢
文
の
追
随
を
許
さ
な
い
、
格
調
の
高
い
文
章
で
あ
る
と
も
言
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
パ
ー
リ
の
平
行
経
に
無
理
に
寄
り
添
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
出
来
る
だ
け
漢
文
を
漢
文
と
し
て
読
む
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
訓
読
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
今
回
訳
を
試
み
る
の
は
、
全
十
六
経
中
、
第
一
経
か
ら
第
三
経
ま
で
で
あ
る
。
凡
例
一
、
底
本
に
は
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
四
巻
所
収
の
「
佛
説
義
足
經
」
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
返
り
点
は
省
略
し
、
パ
ン
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
部
分
的
に
改
変
し
た
。
二
、
漢
文
の
書
き
下
し
に
つ
い
て
。
・
で
き
る
だ
け
原
文
そ
の
ま
ま
を
書
き
下
す
が
、
古
典
漢
文
（
取
り
分
け
支
謙
の
訳
文
）
は
、
原
文
の
ま
ま
で
は
文
意
を
と
り
づ
ら
い
こ
と
が
屡
し
ば
あ
る
。
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
よ
う
な
箇
所
に
は
本
文
に
な
い
字
句
を
﹇
﹈
で
補
っ
た
。
ま
た
、
会
話
文
に
は
「
」
を
附
し
た
。
・
な
お
、
地
名
や
人
名
な
ど
、
音
写
さ
れ
た
個
有
名
詞
の
原
語
を
示
す
こ
と
は
、
却
っ
て
煩
瑣
に
な
る
の
で
略
し
た
。
・
原
則
、
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
の
ル
ー
ル
に
従
う
が
、
時
に
異
な
っ
た
訓
み
を
採
用
す
る
。
そ
の
場
合
は
註
に
根
拠
を
示
す
。
（174
b
）
佛
説
義
足
經
卷
上
八
雙
十
六
輩
呉
月
支
優
婆
塞
支
謙
譯
（
 
）
（

）
桀
貪
王
經
第
一
聞
如
是
。
佛
在
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
。
時
有
一
梵
志
。
祇
樹
間
有
大
稻
田
已
熟
。
在
朝
暮
當
收
穫
梵
志
晨
起
。
往
到
田
上
遙
見
禾

。
心
内
歡
喜
自
謂
得
願
。
視
禾
不
能
捨
去
。
佛
是
時
從
諸
比
丘
。
入
城
求
食
。
遙
見
梵
志
喜
樂
如
是
。
便
謂
諸
比
丘
。
汝
曹
見
是
梵
志
不
。
皆
對
言
見
。
佛
默
然
入
城
。
食
後
各
還
精
舍
。
即
日
夜
天
雨
大
雹
。
皆
殺
田
中
禾
。
梵
志
有
一
女
。
亦
以
夜
死
。
梵
志
以
是
故
愁

憂
煩
。
啼
哭
無
能
止
者
。
明
日
衆
比
丘
持
應
器
入
城
求
食
。
便
聞
梵
志
有
是
災
害
。
啼
哭
甚
悲
。
非
沙
門
梵
志
及
國
人
所
能
解
其
憂
者
。
比
丘
食
竟
。
還
到
佛
所
。
作
禮
白
。
梵
志
意
状
如
是
。
言
適
竟
。
梵
志
啼
哭
。
來
到
佛
所
。
勞
佛
竟
。
便
坐
佛
邊
。
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佛
説
義
足
經
卷
上
八
雙
十
六
輩
呉
月
支
の
優
婆
塞
支
謙
譯
す
桀
貪
王
經
第
一
聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
に
ま
し
ま
在
し
き
。
時
に
一
梵
志
有
り
。
祇
樹
の
間
に
大
稻
田
有
り
て
、
已
に
熟
せ
（
 
）
あ
し
た
り
。
朝
暮
に
在
り
て
當
に
收
穫
す
べ
し
。
梵
志
晨
に
起
き
、
往
（

）
き
て
田
上
に
到
り
、
遙
か
に
禾

を
見
、
心
内
に
歡
喜
し
て
自
ら
お
も謂
ふ
ら
く
、「
願
ふ
を
得
た
り
」
と
。
禾
を
視
て
捨
て
去
る
こ
と
能
は
ず
。
佛
、
是
の
時
、
諸
比
丘
を
從
へ
、
城
に
入
り
て
食
を
求
め
た
ま
み
そ
な
は
ふ
に
、
遙
か
に
梵
志
の
喜
樂
す
る
こ
と
是
く
の
如
く
な
る
を
見
の
た
ま（

）
し
、
便
ち
諸
比
丘
に
謂
ふ
。「
汝
曹
（
な
ん
だ
ち
）、
是
の
梵
志
い
な
こ
た
ま
ふ
を
見
し
や
不
や
」
と
。
皆
對
へ
て
言
さ
く
、「
見
た
り
」
と
。
佛
、
默
然
と
し
て
城
に
入
り
た
ま
ふ
。
食
し
て
後
、
各
お
の
精
舍
に
還
（

）
ふ
そ
こ
な
る
。
即
日
の
夜
に
、
天
、
大
雹
を
雨
ら
し
、
皆
、
田
中
の
禾
を
殺
（

）
（

）
ふ
。
梵
志
に
一
女
有
り
し
も
、
亦
た
夜
を
以
て
死
す
。
梵
志
、
是
（

）
と
ど
の
故
を
以
て
、
愁
	
憂
煩
し
て
啼
哭
す
る
に
、
能
く
止
む
る
者
無
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
３
）Cf.S
n
4
−1
K
a¯m
a
.Pj4−1.
村
上
前
掲
書pp.544
ff
.
中
村
元
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』（
岩
波
文
庫
1984
）pp.174
ff
.
（
４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
王
經
」
の
二
文
字
を
欠
く
。
（
５
）
こ
の
「
在
」
は
「
於
」
と
同
じ
、lo
cativ
e
を
示
す
助
辞
。
（
６
）
禾

稲
の
穂
（
７
）
「
汝
曹
」
の
「
曹
」
は
複
数
の
語
尾
。
（
８
）
即
日
そ
の
日
。
当
日
。
（
９
）
こ
の
「
以
」
も
、
前
頁
註
３
と
同
様
、lo
cativ
e
を
示
す
助
辞
。
（
１０
）
漢
文
訓
読
に
ナ
行
変
格
活
用
は
用
い
な
い
。
即
ち
、「
死
ぬ
」
と
は
訓
ま
な
い
。
（
１１
）
「
以
是
故
」
こ
の
文
型
を
「
是
れ
を
以
て
の
故
に
」
と
訓
む
、
所
謂
る
訓
み
癖
が
あ
る
が
、
日
本
語
と
し
て
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
の
で
採
ら
お
も
ひ
の
ほ
か
な
い
。「
以
て
の
故
」
は
「
以
て
の
外
」
等
か
ら
の
類
推
か
ら
生
じ
た
慣
用
訓
み
で
あ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
「
以
て
の
外
」
自
体
、「
以
外
」
の
字
訓
か
ら
生
じ
た
読
み
で
あ
る
と
の
説
が
有
力
で
あ
る
。
漢
文
の
文
型
と
し
て
は
「
以
…
…
故
…
…
故
」
と
理
由
を
列
挙
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
も
「
…
…
の
故
と
…
…
の
故
と
を
以
て
」
と
訓
む
方
が
理
に
適
っ
て
い
る
。
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し
。
（
 
）
明
日
、
衆
比
丘
、
應
器
を
持
ち
て
城
に
入
り
、
食
を
求
む
る
に
、
便
ち
、
梵
志
に
是
の
災
害
有
り
て
、
啼
哭
し
甚
だ
悲
し
め
る
を
聞
く
。
沙
門
・
梵
志
、
及
び
國
人
に
し
て
能
く
其
の
憂
を
解
く
み
も
と
所
の
者
あ
ら
ず
。
比
丘
食
し
竟
り
、
還
り
て
佛
の
所
に
到
り
、
ま
う
禮
を
作
し
て
白
さ
く
。「
梵
志
の
意
状
、
是
く
の
如
し
」
と
。
言
、
ま
さ
お
は
（

）き
た
適
し
く
竟
る
に
、
梵
志
啼
哭
し
て
來
り
、
佛
の
所
に
到
る
。
ね
ぎ
ら
ほ
と
佛
を
勞
ひ
竟
り
、
便
ち
佛
の
邊
り
に
坐
し
き
。
佛
知
其
本
憂
所
念
。
即
謂
梵
志
言
。
世
有
五
事
。
不
可
得
避
。
亦
無
脱
者
。
何
等
爲
五
。
當
耗
減
法
。
欲
使
不
耗
減
。
是
不
可
得
。
當
亡
棄
法
。
欲
使
不
亡
棄
。
是
不
可
得
。
當
病
痩
法
。
欲
使
不
病
痩
。
是
不
可
得
。（174
c
）
當
老
朽
法
。
欲
使
不
老
朽
。
是
不
可
得
。
當
死
去
法
。
欲
使
不
死
去
。
是
不
可
得
。
凡
人
無
道
無
慧
計
。
見
耗
減
亡
棄
老
病
死
法
來
。
即
生
憂

悲
哀
。
拍
髀
熱
自
耗
身
無
益
。
何
以
故
。
坐
不
聞
知
諦
。
當
如
是
。
梵
志
我
聞
有
抱
諦
者
。
見
耗
減
法
亡
棄
老
病
死
法
來
。
不
以
爲
憂
。
何
以
故
。
已
聞
（

）
知
諦
。
當
如
是
。
不
是
獨
我
家
耗
。
世
悉
亦
爾
。
世
與
耗
倶
生
。
我
何
從
獨
得
離
。
慧
意
諦
計
。
我
今
已
耗
。
至
使
憂
之
。
坐
羸
不
（

）
食
。
面
目
委
色
。
與
我
怨
者
快
喜
。
與
我
厚
者
代
憂
。
慘
慼
家
事
不
修
計
耗
。
不
可
復
得
。
已
諦
如
是
。
見
耗
減
亡
棄
老
病
死
法
來
。
終
不
復
憂
也
。
し
ろ
し
め
の
た
ま
佛
、
其
の
本
憂
所
念
を
知
し
、
即
ち
梵
志
に
謂
ひ
て
言
は
く
、
（

）
「
世
に
五
事
有
り
。
避
く
る
を
得
可
か
ら
ず
、
亦
た
脱
す
る
者
無
し
。
何
等
を
か
五
と
爲
す
。﹇
一
は
﹈
當
に
耗
減
す
べ
き
法
な
り
。
耗
減
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
と
も
、
是
れ
得
可
か
ら
ず
。﹇
二
は
﹈
當
に
亡
棄
す
べ
き
法
な
り
。
亡
棄
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
と
も
、
是
れ
得
可
か
ら
ず
。﹇
三
は
﹈
當
に
病
痩
す
べ
き
法
な
り
。
病
痩
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
と
も
、
是
れ
得
可
か
ら
ず
。﹇
四
は
﹈
當
に
老
朽
す
べ
き
法
な
り
。
老
朽
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
と
も
、
是
れ
得
可
か
ら
ず
。﹇
五
は
﹈
當
に
死
去
す
べ
き
法
な
り
。
死
去
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
と
も
、
是
れ
得
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
凡
そ
人
に
し
て
、
道
無
く
、
慧
計
無
く
ん
ば
、
耗
減
・
亡
棄
・
老
病
死
法
た
た
（

）
の
來
る
を
見
て
、
即
ち
憂

悲
哀
を
生
じ
て
髀
を
拍
き
息
を
熱
く
や
つ
ゆ
ゑ
し
て
身
を
耗
す
と
も
、
益
無
し
。
何
の
以
故
に
。
坐
し
て
、
知
諦
の
當
に
是
く
の
如
く
な
る
を
聞
か
ざ
れ
ば
な
り
」
と
。
梵
志
﹇
言
く
﹈、「
我
れ
、
諦
を
抱
く
者
有
り
て
、
耗
減
す
る
法
３４
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・
亡
棄
し
老
病
死
す
る
法
の
來
る
を
見
れ
ど
も
、
以
て
憂
と
爲
さ
ざ
る
を
聞
け
り
。
何
の
以
故
に
。
已
に
、
知
諦
の
當
に
是
く
の
如
か
る
べ
き
を
聞
け
ば
な
り
。
是
れ
獨
り
我
が
家
の
み
耗
ず
る
に
あ
ら
ず
。
世
も
悉
く
亦
た
爾
り
。
世
は
耗
と
倶
に
生
ず
。
我
れ
何
に
か
從
ひ
て
獨
り
離
る
る
を
得
ん
や
。
慧
意
・
諦
計
、
我
れ
今
已
に
や
耗
ぜ
ば
、
之
を
憂
へ
し
む
る
に
至
れ
り
。
坐
し
て
羸
せ
食
せ
ず
、
た
め
面
目
委
色
た
り
。
我
が
與
に
怨
む
者
は
快
喜
し
、
我
が
與
に
厚
き
者
は
代
り
て
憂
ふ
。
慘
慼
し
て
家
事
は
修
せ
ず
、
計
は
耗
じ
て
復
た
得
可
か
ら
ず
。
已
に
諦
か
な
る
こ
と
是
く
の
如
し
。
耗
減
・
亡
棄
・
老
病
死
の
法
の
來
る
を
見
る
も
、
終
に
復
た
憂
へ
ざ
る
な
り
」
と
。
佛
以
是
因
縁
。
爲
梵
志
説
偈
。
不
以
憂
愁
悲
聲
多
少
得
前
所
亡
痛
憂
亦
無
所
益
怨
家
意
快
生
喜
至
誠
有
慧
諦
者
不
憂
老
病
死
亡
欲
快
者
反
生
惱
見
其
華
色
悦
好
飛
響
不
及
無
常
珍
寶
求
解
不
死
（
 
）
知
去
不
復
憂
追
念
行
致
勝
世
寶
諦
知
是
不
可
追
世
人
我
卿
亦
然
遠
憂
愁
念
正
行
是
世
憂
當
何
益
佛
、
是
の
因
縁
を
以
て
、
梵
志
の
爲
に
偈
を
説
き
た
ま
ふ
。
憂
愁
悲
の
聲
を
以
て
し
て
は
多
少
も
前
に
亡
ぜ
し
所
を
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
１２
）
應
器
托
鉢
用
の
鉢
の
こ
と
。
く
（
１３
）
漢
文
訓
読
で
は
カ
行
変
格
活
用
は
用
い
な
い
。
即
ち
、「
来
る
」
と
は
訓
ま
な
い
。
（
１４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
是
不
」
と
あ
る
。
（
１５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
痿
」
と
あ
る
。
同
義
。
（
１６
）
「
べ
し
」
と
訓
む
漢
字
は
様
ざ
ま
あ
る
が
、
強
弱
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は
さ
て
お
き
、
概
ね
当
為
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。「
可
」
も
「
べ
し
」
と
訓
む
が
、「
可
」
に
は
当
為
の
意
味
は
稀
薄
で
、
基
本
的
に
可
能
の
意
味
で
あ
る
（「
可
か
ら
ず
」
は
「
で
き
な
い
」
の
意
）。
現
代
語
訳
を
添
え
な
い
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
解
釈
を
間
違
え
な
い
よ
う
、
こ
の
書
き
下
し
で
は
「
可
」
は
漢
字
表
記
す
る
。
（
１７
）
『
大
正
』
は
「
自
」
と
す
る
が
、
訓
読
は
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
基
づ
き
「
息
」
を
採
っ
て
い
る
。『
大
正
』
に
従
え
ば
、「
自
ら
を
熱
く
し
」
と
な
る
。
（
１８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
退
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
退
か
ず
」
と
な
る
。
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得
ず
痛
憂
す
る
に
も
亦
た
益
す
る
所
無
く
怨
家
は
意
に
快
び
喜
を
生
ず
至
誠
に
し
て
慧
諦
有
る
者
は
老
病
死
亡
を
憂
へ
ず
快
を
欲
す
る
者
は
反
っ
て
惱
を
生
じ
其
の
華
を
見
な
ば
色
悦
好
な
り
（
 
）
飛
響
も
無
常
に
及
ば
ず
珍
寶
は
不
死
を
解
せ
ん
と
求
む
（

）
去
る
を
知
ら
ば
復
た
憂
へ
追
は
ず
行
を
念
ぜ
ば
世
に
勝
る
寶
に
致
る
な
ん
じ
諦
知
は
是
れ
追
ふ
可
か
ら
ず
世
人
も
我
も
卿
も
亦
た
然
り憂
愁
を
遠
ざ
け
正
行
を
念
ぜ
よ
是
の
世
の
憂
ひ
當
に
何
を
か
益
す
べ
け
ん
や
佛
復
爲
梵
志
極
説
經
法
。
次
説
布
施
持
戒
現
天
徑
。
欲
善
其
惡
無
（

）
堅
固
。
佛
知
梵
志
意
軟
向
正
便
見
四
諦
。
梵
志
意
解
。
便
得
第
一
溝
港
道
。
如
染
淨
繒
受
色
即
好
。
便
起
頭
面
著
佛
足
叉
手
言
。
我
今
見
諦
。
如
引
鏡
自
照
。
從
今
已
後
身
歸
佛
歸
比
丘
僧
。
受
我
爲
清
信
士
。
奉
行
五
戒
。
盡
形
壽
淨
潔
不
犯
戒
。
便
起
繞
佛
三
匝
而
去
。
衆
比
丘
便
白
佛
言
。
快
哉
。
解
洗
梵
志
意
。（175
a
）
乃
如
（

）
是
至
便
喜
笑
而
去
。
佛
、
復
た
梵
志
の
爲
に
極
め
て
經
法
を
説
き
、
次
で
布
施
・
持
（

）
戒
を
説
き
、
天
徑
を
現
し
た
ま
ふ
。﹇
梵
志
﹈
善
を
欲
し
、
其
の
や
は
ら
た
だ
し
き
し
ろ
し
め
惡
に
堅
固
な
る
無
し
。
佛
、
梵
志
が
意
の
軟
ぎ
、
正
に
向
ふ
を
知
あ
ら
は
（

）
し
、
便
ち
四
諦
を
見
し
た
ま
ふ
。
梵
志
、
意
に
解
し
て
便
ち
第
一
け
が
（

）
よ
溝
港
道
を
得
る
こ
と
、
染
れ
た
る
淨
繒
も
色
を
受
け
な
ば
即
ち
好
た
み
あ
し
き
が
如
し
。
便
ち
起
ち
て
頭
面
も
て
佛
の
足
に
著
け
、
叉
手
し
て
言
く
、「
我
れ
今
諦
を
見
る
こ
と
、
鏡
を
引
き
て
自
ら
を
照
ら
す
（

）
が
如
し
。
今
よ
り
已
後
、
身
佛
に
歸
し
、
法
に
歸
し
、
比
丘
僧
に
歸
せ
ん
。
我
れ
を
受
け
て
清
信
士
と
爲
し
た
ま
へ
。
五
戒
を
奉
行
し
、
形
壽
を
盡
す
ま
で
淨
潔
に
し
て
戒
を
犯
さ
じ
」
と
。
便
ち
起
ち
て
佛
を
繞
る
こ
と
三
匝
に
し
て
去
る
。
衆
比
丘
、
便
ち
佛
に
白
し
て
言
さ
く
、「
快
き
哉
。
梵
志
の
意
を
解
洗
し
た
ま
ふ
こ
と
乃
ち
是
く
の
如
し
。
至
り
て
便
ち
喜
笑
し
て
去
れ
り
」
と
。
佛
語
諸
比
丘
。
不
但
是
返
解
是
梵
志
憂
。
過
去
久
遠
。
是
閻
浮
利
３６
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地
有
五
王
。
其
一
王
名
曰
桀
貪
。
治
國
不
正
。
大
臣
人
民
悉
患
王
（
 
）
所
爲
。
便
共
集
議
言
。
我
曹
家
家
出
兵
。
皆
拔
白
到
王
前
。
共
謂
王
。
寧
自
知
所
爲
不
正
施
行
貪
害
萬
姓
不
。
急
出
國
去
。
不
者
必
相
害
傷
。
佛
、
諸
比
丘
に
語
り
た
ま
ふ
。「
但
だ
是
れ
返
っ
て
是
の
梵
志
（

）
の
憂
を
解
く
の
み
な
ら
ず
。
過
去
久
遠
に
、
是
の
閻
浮
利
の
地
に
五
王
有
り
。
其
の
一
の
王
を
名
づ
け
て
桀
貪
と
曰
ふ
。
國
を
治
む
う
れ
る
に
正
し
か
ら
ず
。
大
臣
人
民
、
悉
く
王
の
爲
す
所
を
患
へ
、
便
わ
れ
ら
ち
共
に
集
ひ
議
し
て
言
く
、「
我
曹
、
家
家
よ
り
兵
を
出
さ
ん
」
と
。
皆
、
白
﹇
刃
﹈
を
拔
き
て
王
の
前
に
到
り
、
共
に
王
に
謂
く
、「
寧
ろ
自
ら
爲
す
所
の
不
正
に
し
て
、
施
行
の
萬
姓
を
貪
害
せ
る
を
知
る
や
不
や
。
急
ぎ
國
を
出
で
去
れ
。
せ
ず
ん
ば
、
必
ず
（

）
相
ひ
害
傷
せ
ん
」
と
。
王
聞
大
恐
怖
戰
慄
。
衣
毛
悉
竪
。
以
車
騎
而
出
國
去
。
窮
厄
織
草

。
賣
以
自
給
。
大
臣
人
民
。
取
王
弟
拜
作
王
。
便
正
治
不
枉
萬
（

）
姓
。
故
王
桀
貪
聞
弟
興
將
爲
王
。
即
内
歡
喜
計
言
。
我
可
從
弟
有
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
１９
）
飛
響
震
響
、
つ
ま
り
雷
の
こ
と
。
（
２０
）
こ
の
「
行
」
は
有
為
法
の
こ
と
。
つ
ま
り
無
常
な
る
も
の
ご
と
。
漢
訳
中
に
現
れ
る
「
行
」
の
字
は
注
意
が
肝
要
。
様
ざ
ま
な
意
味
を
担
う
。
（
２１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
使
」
と
あ
る
。「
使
」
を
採
る
と
、「
四
諦
を
見
せ
し
む
」
と
訓
む
。
（
２２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
使
」
と
あ
る
。「
使
」
を
採
る
と
、「
是
く
の
如
く
至
れ
る
を
喜
笑
し
て
去
ら
し
む
」
と
訓
む
。
（
２３
）
天
徑
を
現
し
た
ま
ふ
「
天
徑
」
は
天
に
到
る
道
、
つ
ま
り
所
謂
る
生
天
論
を
説
い
た
と
い
う
こ
と
。
ブ
ッ
ダ
は
在
家
の
も
の
に
対
し
て
、
先
ず
は
施
論
・
戒
論
・
生
天
論
の
三
論
を
説
い
た
と
さ
れ
る
。
（
２４
）
第
一
溝
港
道
四
向
四
果
の
第
一
、
預
流
の
こ
と
。
（
２５
）
繒
絹
織
物
。
（
２６
）
『
大
正
』
に
は
欠
落
す
る
が
、『
磧
砂
蔵
』
に
従
っ
て
「
歸
法
」
を
補
う
。
す
み
や
か
（
２７
）
諸
版
「
白
」
と
す
る
が
、
明
版
に
は
「
自
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
皆
、
抜
か
に
自
ら
王
の
前
に
到
り
」
と
な
る
。
（
２８
）
閻
浮
利Jam
budvı¯p
a
.
閻
浮
提
と
も
写
音
す
る
。
我
わ
れ
の
住
ま
う
、
こ
の
大
陸
。
（
２９
）
こ
の
「
相
」
は
「
お
互
い
に
」
の
意
味
で
は
な
い
。
下
接
す
る
語
が
動
詞
で
あ
り
、
動
作
が
対
象
に
及
ぶ
こ
と
を
表
す
接
頭
辞
。
た
め
（
３０
）
『
大
正
』
は
「
興
」
と
す
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
與
」
と
あ
る
。「
與
」
の
場
合
は
、「
將
の
與
に
」
と
な
る
。
文
脈
上
は
こ
ち
ら
の
方
が
相
応
し
い
か
。
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所
乞
。
可
以
自
活
。
便
上
書
具
自
陳
説
。
便
從
王
乞
一
 
。
可
以
自
給
。
王
即
與
之
。
愍
傷
其
厄
。
得
一
 
便
正
治
。
復
乞
兩
 
。
四
五
至
十
 
。
二
十
三
十
四
十
五
十
至
百
 
。
二
百
至
五
百
 
。
便
復
乞
半
國
。
王
即
與
之
。
便
正
治
。
如
是
久
遠
。
桀
貪
生
念
。
便
興
半
國
兵
。
攻
弟
國
即
勝
。
便
自
得
故
國
。
復
生
念
。
我
今
何
不
悉
興
一
國
兵
攻
二
國
三
國
四
國
。
便
往
攻
悉
得
勝
。
復
正
治
四
國
。
復
生
念
。
今
我
何
不
興
四
國
兵
攻
第
五
國
。
便
往
攻
即
復
得
勝
。
是
時
陸
地
盡
。
四
海
内
皆
屬
王
。
便
改
號
自
立
爲
大
勝
王
。
よ
だ
王
聞
き
て
大
い
に
恐
怖
戰
慄
し
、
衣
毛
悉
く
竪
つ
。
車
騎
を
（

）
以
て
國
を
出
で
去
る
。
厄
に
窮
し
て
草

を
織
り
、
賣
り
て
以
て
つ
つ
し
自
給
せ
り
。
大
臣
人
民
、
王
の
弟
を
取
り
て
拜
み
て
王
と
作
す
し
ひ
た
（

）
に
、
便
ち
正
し
く
治
め
て
萬
姓
を
枉
げ
ず
。
故
王
桀
貪
、
弟
の
、
將
を
興
し
て
王
と
爲
る
を
聞
き
、
即
ち
内
に
歡
喜
し
、
計
し
て
言
く
、「
我
れ
に
弟
よ
り
乞
ふ
所
有
る
可
し
。
以
て
自
活
す
可
し
」
と
。
便
ち
上
書
し
て
具
に
自
ら
陳
説
す
ら
く
、「
便
ち
王
よ
り
一
（

）
 
を
乞
ふ
。
以
て
自
給
す
可
し
」
と
。
王
、
即
ち
之
を
與
へ
、
其
の
厄
を
愍
傷
す
。
一
 
を
得
て
便
ち
正
し
く
治
む
。
復
た
兩
 
を
乞
ひ
、
四
五
よ
り
十
 
に
至
る
。
二
十
、
三
十
、
四
十
、
五
十
よ
り
百
 
に
至
る
。
二
百
よ
り
五
百
 
に
至
り
、
便
ち
復
た
半
國
を
乞
ふ
。
王
、
即
ち
之
を
與
ふ
る
に
、
便
ち
正
し
く
治
む
。
是
く
の
如
く
久
遠
に
し
て
、
桀
貪
念
を
生
ず
ら
く
、「
便
ち
半
國
の
兵
を
興
し
、
弟
の
國
を
攻
め
ん
」
と
。
即
ち
勝
ち
て
、
便
ち
自
ら
故
國
を
得
た
り
。
復
た
念
を
生
ず
。「
我
れ
今
何
ぞ
悉
く
一
國
の
兵
を
興
し
て
二
國
、
三
國
、
四
國
を
攻
め
ざ
ら
ん
や
」
と
。
便
ち
往
き
て
攻
め
、
悉
く
勝
つ
こ
と
を
得
た
り
。
復
た
正
し
く
四
國
を
治
む
。
復
た
念
を
生
ず
ら
く
、「
今
我
れ
何
ぞ
四
國
の
兵
を
興
し
て
第
五
國
を
攻
め
ざ
ら
ん
や
」
と
。
便
ち
往
き
て
攻
め
、
即
ち
復
た
勝
つ
こ
と
を
得
た
り
。
是
の
時
、
陸
地
は
盡
き
、
四
海
の
内
は
皆
な
王
に
屬
せ
り
。
便
ち
號
を
改
め
自
ら
を
立
て
て
大
勝
王
と
爲
す
。
天
帝
釋
便
試
之
。
寧
知
厭
足
不
。
便
化
作
小
童
梵
志
。
姓
駒
夷
。
（

）
欲
得
見
王
。
被
髮
拄
金
杖
。
持
金
瓶
住
宮
門
。
守
門
者
白
王
言
。
外
有
梵
志
姓
駒
夷
欲
見
王
。
王
言
大
善
。
便
請
前
坐
。
相
勞
問
畢
。
却
謂
王
言
。
我
屬
從
海
邊
來
。
見
一
大
國
豐
樂
。
人
民
熾
盛
。
多
有
珍
寶
。
可
往
攻
之
。
王
審
足
復
欲
得
是
國
。
王
言
。
我
大
欲
得
。
天
王
謂
言
。
可
益
裝
船
興
兵
相
待
。
却
後
七
日
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b
）
當
將
王
往
適
。
言
天
王
便
化
去
。
到
其
日
便
大
興
兵
益
裝
船
。
不
見
梵
志
來
。
是
時
王
愁
憂
不
樂
。
拍
髀
如
言
。
怨
哉
。
我
今
以
亡
是
大
國
。
如
得
駒
夷
不
堅
獲
。
如
期
反
不
見
。
是
時
一
國
人
民
。
迴
坐
向
王
。
王
啼
亦
啼
。
王
憂
亦
憂
。
王
處
憂
未
嘗
止
聞
識
經
偈
。
便
生
意
而
説
言
。
い
な
天
帝
釋
、
便
ち
之
の
寧
ろ
厭
足
を
知
る
や
不
や
を
試
ん
と
、
便
ま
み
ち
小
童
梵
志
に
化
作
す
。
姓
は
駒
夷
な
り
。
王
に
見
ゆ
る
を
得
ん
（
 
）
さ
さ
と
欲
し
、
被
髮
に
し
て
、
金
杖
を
拄
げ
、
金
瓶
を
持
ち
て
宮
門
に
住
せ
り
。
守
門
の
者
、
王
に
白
し
て
言
さ
く
、「
外
に
梵
志
有
り
。
姓
は
駒
夷
な
り
。
王
に
見
え
ん
と
欲
す
」
と
。
王
言
く
、「
大
い
す
す
し
り
ぞ
に
善
し
」
と
。
便
ち
請
ひ
て
坐
に
前
み
、
相
ひ
勞
問
し
畢
り
、
却
い
た
き
て
王
に
謂
ひ
て
言
く
、「
我
が
屬
れ
る
は
、
海
邊
從
り
來
る
な
り
。
一
大
國
の
豐
樂
な
る
を
見
た
り
。
人
民
熾
盛
に
し
て
、
多
く
（

）
珍
寶
有
り
。
往
き
て
之
を
攻
む
可
し
」
と
。
王
、
審
足
し
て
復
た
是
の
國
を
得
ん
と
欲
す
。
王
言
く
、「
我
れ
大
い
に
得
ん
と
欲
す
」
（

）
と
。
天
王
謂
ひ
て
言
く
、「
益
ま
す
船
を
裝
し
兵
を
興
し
て
相
ひ
待
つ
可
し
。
却
後
七
日
に
、
當
に
王
を
將
ゐ
て
往
適
す
べ
し
」
と
。
言
ひ
﹇
お
は
り
﹈
て
、
天
王
、
便
ち
化
し
去
る
。
其
の
日
に
到
り
て
、
便
ち
大
い
に
兵
を
興
し
益
ま
す
船
を
裝
す
れ
ど
も
、
梵
志
の
來
る
を
見
ず
。
是
の
時
、
王
、
愁
憂
し
て
樂
ま
ず
。
髀
を
拍
ち
て
言
ふ
が
如
し
。「
怨
し
き
哉
。
我
れ
今
、
是
の
ほ
ろ
ぼ
（

）
大
國
を
以
て
亡
せ
り
。
駒
夷
を
得
た
る
が
如
き
も
堅
く
は
獲
ざ
る
こ
と
、
期
し
て
反
っ
て
見
ざ
る
が
如
し
」
と
。
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
３１
）
草

「

」
は
『
康
煕
字
典
』
に
は
「
蔬
菜
」
と
あ
る
が
、
今
は
「
織
」
の
目
的
語
な
の
で
、
そ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
草
蓆
や
蚊
帳
の
類
い
か
？
あ
る
い
は
、「
織
」
は
「
植
」
の
音
通
か
？
後
者
だ
と
す
る
と
、「
蔬
菜
の
類
い
を
栽
培
し
た
」
の
意
と
な
る
。
（
３２
）
故
王
「
死
ん
だ
王
」
で
は
な
い
。
昔
の
王
、
つ
ま
り
前
王
で
あ
る
桀
貪
の
こ
と
。
（
３３
）

村
。
村
落
。
（
３４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
柱
」
と
あ
る
。
今
は
同
義
。
（
３５
）
被
髮
髪
を
結
っ
た
り
束
ね
た
り
せ
ず
に
垂
ら
し
た
さ
ま
。
（
３６
）
審
足
こ
の
「
足
」
は
「
充
分
」
の
意
を
表
す
接
尾
辞
。
情
報
を
充
分
に
検
討
し
た
、
と
の
意
。
（
３７
）
註
（
２９
）
と
同
じ
。「
私
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
ほ
ど
の
意
。
（
３８
）
倒
置
の
文
型
。
目
的
語
を
動
詞
に
先
行
さ
せ
る
際
に
「
以
」
や
「
於
」
の
字
を
使
用
す
る
。
こ
こ
で
は
「
是
大
国
」
が
「
亡
」
の
目
的
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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是
の
時
、
一
國
の
人
民
、
坐
を
迴
り
て
王
に
向
ふ
。
王
、
啼
き
て
亦
た
啼
き
、
王
、
憂
へ
て
亦
た
憂
ふ
。
王
、
憂
ひ
に
處
し
て
未
だ
嘗
て
止
ま
ざ
る
に
、
經
偈
を
聞
識
し
、
便
ち
意
を
生
じ
て
説
き
て
言
く
、
増
念
隨
欲
已
有
復
願
日
盛
爲
喜
從
得
自
在
念
を
増
し
欲
に
隨
へ
ば
已
に
有
る
も
復
た
願
ふ
日
に
盛
ん
な
る
を
喜
び
と
爲
さ
ば
從
っ
て
自
在
を
得
ん
王
便
爲
衆
人
説
。
欲
偈
意
。
有
能
解
是
偈
義
者
。
上
金
錢
一
千
。
時
坐
中
有
少
年
。
名
曰
鬱
多
。
鬱
多
即
白
王
言
。
我
能
解
是
義
相
。
假
七
日
乃
來
對
。
到
七
日
白
母
言
。
我
今
欲
到
王
所
解
王
憂
。
母
（
 
）
謂
子
。
子
且
勿
行
。
帝
王
難
事
如
燃
火
。
其
教
如
利
刀
。
難
可
親
（

）
近
。
子
言
母
。
勿
愁
憂
。
我
力
自
能
淹
王
偈
義
。
當
得
重
謝
。
可
以
極
自
娯
樂
。
便
到
王
所
言
。
我
今
來
對
其
義
。
卽
説
偈
言
。
王
、
便
ち
衆
人
の
爲
に
説
か
く
、「
偈
の
意
を
欲
す
。
能
く
是
く
は
の
偈
の
義
を
解
く
者
有
ら
ば
、
金
錢
一
千
を
上
へ
ん
」
と
。
時
に
坐
中
に
少
年
有
り
。
名
を
鬱
多
と
曰
ふ
。
鬱
多
、
即
ち
王
に
白
し
て
言
さ
く
、「
我
れ
能
く
是
の
義
相
を
解
す
。
七
日
を
假
り
な
ば
こ
た
乃
ち
來
り
て
對
へ
ん
」
と
。
七
日
に
到
り
て
、
母
に
白
ひ
て
言
く
、「
我
れ
今
、
王
所
に
到
り
て
王
の
憂
ひ
を
解
か
ん
と
欲
す
」
と
。
母
、
子
に
謂
く
、「
子
。
し
ば
ら
且
く
行
く
こ
と
勿
れ
。
帝
王
の
難
事
は
燃
火
の
如
し
。
其
の
教
は
利
刀
の
如
し
。
親
近
す
可
き
こ
と
難
し
」
と
。
子
、
母
に
言
く
、
ひ
た
「
愁
憂
す
る
こ
と
勿
れ
。
我
が
力
は
自
ら
能
く
王
を
偈
の
義
に
淹
し
、
當
に
重
き
謝
を
得
べ
し
。
以
て
極
め
て
自
ら
娯
樂
す
可
し
」
と
。
便
ち
王
所
に
到
り
て
言
く
、「
我
れ
今
來
れ
り
。
其
の
義
を
對
へ
ん
」
と
。
即
ち
偈
を
説
き
て
言
く
、
増
念
隨
欲
已
有
復
願
已
放
不
制
如
渇
飮
湯
悉
以
世
地
滿
馬
金
銀
悉
得
不
厭
有
黠
正
行
如
角
距
生
日
長
取
増
人
生
亦
爾
不
覺
欲
増
４０
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飢
渇
無
盡
日
日
復
有
金
山
拄
天
状
若
須
彌
（
 
）
悉
得
不
厭
有
黠
正
行
欲
致
痛
冥
未
嘗
聞
之
願
聞
遠
欲
厭
者
以
黠
厭
欲
爲
尊
欲
漏
難
離
黠
人
覺
苦
不
隨
愛
欲
如
作
車
輪
能
使
致
堅
稍
稍
去
欲
意
稍
得
安
欲
得
道
定
悉
捨
所
欲
念
を
増
し
欲
に
隨
へ
ば
已
に
有
る
も
復
た
願
ふ
ほ
し
い
ま
ま
已
に
放
に
し
て
制
せ
ざ
る
こ
と
渇
し
て
湯
を
飮
む
が
如
し
（

）
悉
く
世
の
地
を
以
て
馬
・
金
・
銀
を
滿
た
し
あ
（

）
悉
く
得
て
厭
き
ざ
れ
ど
も
黠
有
ら
ば
正
行
す
（

）
角
・
距
生
ぜ
ば
日
に
長
ず
る
が
如
く
取
増
す
人
生
も
亦
た
爾
り
欲
の
増
す
を
覺
ら
ず
飢
渇
無
盡
に
し
て
日
日
に
復
た
有
り
さ
さ
ご
と
金
山
有
り
て
天
を
拄
ぐ
状
須
彌
の
若
し
あ
悉
く
得
て
厭
き
ざ
れ
ど
も
黠
有
ら
ば
正
行
す
痛
冥
を
致
さ
ん
と
欲
す
る
は
未
だ
嘗
て
之
を
聞
か
ず
（

）
い
と
聞
く
を
願
ひ
欲
を
遠
ざ
け
厭
ふ
者
は
黠
を
以
て
し
欲
を
厭
ふ
を
尊
し
と
爲
す
欲
漏
は
離
れ
難
し
黠
人
は
苦
を
覺
り
愛
欲
に
隨
は
ざ
る
こ
と
車
輪
を
作
り
能
く
致
堅
な
ら
し
む
る
が
如
し
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
３９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
然
」
と
あ
る
。
同
義
。
あ
か
（
４０
）
光
・
明
及
び
『
磧
砂
蔵
』
に
は
「
證
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
採
る
と
「
王
に
偈
の
義
を
證
し
」
と
な
る
。
（
４１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
無
厭
」
と
あ
る
。
同
義
。
（
４２
）
こ
の
「
以
」
は
倒
置
の
助
辞
。「
世
地
」
が
「
満
」
の
補
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
４３
）
「
黠
」
の
字
は
「
悪
慧
」「
悪
賢
さ
」
の
意
味
で
使
う
方
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
善
慧
」
を
意
味
す
る
。
後
に
出
る
「
黠
人
」
は
「
慧
者
」
の
意
。
（
４４
）
角
・
距
角
と
蹴
爪
。
（
４５
）
こ
の
「
聞
」
は
「
聞
法
」
を
意
味
す
る
か
。
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（
 
）
や
う
や
稍
稍
欲
を
去
れ
ば
意
稍
く
安
ん
ず
る
を
得
道
の
定
ま
る
を
得
ん
と
欲
せ
ば
悉
く
欲
す
る
所
を
捨
て
よ
王
言
知
意
。
悉
治
世
地
盡
。
四
海
内
無
不
至
屬
。（175
c
）
是
亦
可
爲
厭
。
乃
復
遠
欲
貪
海
外
國
。
大
勝
王
即
謂
鬱
多
言
。
童
子
若
善
以
尊
依
世
説
欲
甚
痛
慧
計
乃
爾
汝
説
八
偈
偈
上
千
錢
願
上
大
徳
説
義
甚
哀
王
言
く
、「
意
を
知
れ
り
。
悉
く
世
を
治
め
て
、
地
盡
き
、
四
あ
海
の
内
に
﹇
我
に
﹈
屬
す
る
に
至
ら
ざ
る
無
し
。
是
れ
亦
た
厭
き
た
り
と
爲
す
可
き
に
、
乃
ち
復
た
遠
く
海
外
の
國
を
貪
ら
ん
と
欲
す
」
と
。
大
勝
王
、
即
ち
鬱
多
に
謂
て
言
く
、
（

）
な
ん
じ
た
つ
と
き
童
子
若
善
く
尊
を
以
て
す
る
も
世
に
依
り
欲
の
甚
だ
痛
な
る
を
説
け
り
慧
も
て
計
せ
ば
乃
ち
爾
り
う
わ
ま
汝
八
偈
を
説
け
り
偈
は
千
錢
を
上
は
る
（

）
く
は
（

）
願
く
は
大
徳
に
上
へ
ん
義
を
説
く
こ
と
甚
だ
哀
な
り
鬱
多
以
偈
報
言
。
不
用
是
寶
取
可
自
給
最
後
説
偈
意
遠
欲
樂
家
母
大
王
身
羸
老
年
念
欲
報
母
與
金
錢
千
令
得
自
供
大
勝
王
。
便
上
金
錢
一
千
。
使
得
供
養
老
母
。
こ
た
鬱
多
、
偈
を
以
て
報
へ
て
言
く
、
是
の
寶
を
用
て
取
り
て
自
給
す
可
か
ら
ず
と
ほ
ざ
最
後
に
偈
を
説
き
て
意
に
欲
樂
を
遠
く
れ
ば
な
り
（

）
や
つ
家
母
は
、
大
王
身
羸
れ
老
年
た
り
念
じ
て
母
に
報
ん
と
欲
す
（

）
金
錢
千
を
與
へ
て
自
供
す
る
を
得
し
め
よ
く
は
大
勝
王
、
便
ち
金
錢
一
千
を
上
へ
、
老
母
を
供
養
す
る
を
得
し
４２
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む
。
佛
語
諸
比
丘
。
是
時
大
勝
者
。
即
種
稻
梵
志
是
也
。
時
童
子
鬱
多
者
。
則
我
身
是
也
。
我
是
時
亦
解
釋
是
梵
志
痛
憂
。
我
今
亦
一
切
斷
是
梵
志
痛
憂
已
。
終
不
復
著
苦
。
佛
以
是
本
因
演
是
卷
義
。
令
我
後
學
聞
是
説
。
欲
作
偈
句
爲
後
世
作
明
。
令
我
經
法
久
住
。
佛
、
諸
比
丘
に
語
り
た
ま
ふ
。「
是
の
時
の
大
勝
な
る
者
は
、
う
即
ち
稻
を
種
う
る
梵
志
是
れ
也
。
時
の
童
子
鬱
多
な
る
者
は
、
則
ち
我
が
身
是
れ
也
。
我
れ
、
是
の
時
も
亦
た
是
の
梵
志
の
痛
憂
を
解
釋
せ
り
。
我
れ
今
も
亦
た
一
切
是
の
梵
志
の
痛
憂
を
斷
じ
已
り
、
終
に
復
た
苦
に
著
か
ざ
ら
し
め
り
」
と
。
佛
、
是
の
本
因
を
以
て
是
の
卷
の
義
を
演
べ
た
ま
ふ
。「
我
が
後
學
を
し
て
是
の
説
を
聞
か
し
め
、
偈
句
を
作
り
て
後
世
の
爲
に
明
と
作
し
、
我
が
經
法
を
し
て
久
住
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
と
。
義
足
經
増
念
隨
欲
已
有
復
願
日
増
爲
喜
從
得
自
在
有
貪
世
欲
坐
貪
癡
人
既
亡
欲
願
毒
箭
著
身
是
欲
當
遠
如
附
蛇
頭
違
世
所
樂
當
定
行
禪
田
種
珍
寶
牛
馬
養
者
坐
女
繋
欲
癡
行
犯
身
倒
羸
爲
強
坐
服
甚
怨
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
４６
）
稍
稍
少
し
ず
つ
。
次
の
「
稍
く
」
も
同
様
。
（
４７
）
こ
の
「
童
子
」
は
呼
び
か
け
。
漢
文
訓
読
の
み
な
ら
ず
翻
訳
文
で
も
多
用
さ
れ
る
「
〜
よ
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
、
日
本
語
と
し
て
不
自
然
な
の
で
採
ら
な
い
。
普
通
日
本
語
で
は
、
目
の
前
に
い
る
人
に
対
し
て
「
〜
よ
」
と
は
呼
び
か
け
な
い
。
（
４８
）
大
徳
童
子
に
対
す
る
尊
称
。
（
４９
）
哀
心
を
強
く
動
か
す
こ
と
。
（
５０
）
こ
の
「
大
王
」
も
呼
び
か
け
。
（
５１
）
自
供
今
は
「
自
給
」
と
同
義
。
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（
 
）
次
冥
受
痛
船
破
海
中
故
説
攝
意
遠
欲
勿
犯
精
進
求
度
載
船
至
岸
佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
歡
喜
。
（

）
義
足
經
㈠
念
を
増
し
欲
に
隨
へ
ば
已
に
有
る
も
復
た
願
ふ
日
に
増
す
を
喜
び
と
爲
せ
ば
從
っ
て
自
在
を
得
と
ど
ま
㈡
世
欲
を
貪
り
貪
癡
に
坐
る
人
有
り
う
し
な
既
に
欲
願
せ
る
を
亡
へ
ば
毒
箭
の
身
に
著
く
が
ご
と
し
と
ほ
ざ
㈢
是
の
欲
は
當
に
遠
く
べ
し
蛇
の
頭
に
附
す
る
が
如
く
な
れ
ば
世
の
樂
と
す
る
所
に
違
ひ
て
當
に
定
ん
で
禪
を
行
ず
べ
し
㈣
田
種
・
珍
寶
牛
馬
・
養
者
と
ど
ま
女
繋
の
欲
に
坐
り
癡
行
身
を
犯
さ
ば
㈤
倒
じ
て
羸
強
と
爲
り
坐
し
服
し
て
甚
だ
怨
む
お
ろ
か
次
で
冥
に
痛
を
受
く
る
こ
と
船
の
海
中
に
破
る
が
ご
と
し
か
る
が
ゆ
ゑ
㈥
故
に
意
を
攝
む
る
を
説
く
欲
を
遠
け
犯
す
こ
と
勿
れ
わ
た
精
進
し
て
度
る
を
求
め
船
に
載
り
て
岸
に
至
れ
、
と
佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ふ
に
、
比
丘
歡
喜
し
き
。
（

）
優
填
王
經
第
二
聞
如
是
。
佛
在
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
。
時
有
一
比
丘
。
在
句
參
（

）
（

）
國
石
間
土
室
中
。
長
髮
鬚
爪
。
被
壞
衣
。
時
優
填
王
。
欲
出
遊
觀
。（176
a
）
到
我
迹
山
。
侍
者
即
勅
治
道
橋
。
還
白
王
。
已
治
道
王
可
出
。
王
但
從
美
人
妓
女
。
乘
騎
到
我
迹
山
。
下
車
歩
上
。
優
填
王
經
第
二
聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
に
ま
し
ま
在
し
き
。
時
に
一
比
丘
有
り
。
句
參
國
の
石
間
の
土
室
中
に
在
り
。
髮
鬚
４４
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や
ぶ
き
爪
を
長
く
し
て
、
壞
れ
衣
を
被
た
り
。
時
に
優
填
王
、
遊
觀
に
出
で
、
我
迹
山
に
到
ら
ん
と
欲
す
。（176
a
）
侍
者
即
ち
勅
し
て
道
橋
を
治
し
、
還
り
て
王
に
白
さ
く
、「
已
に
道
を
治
せ
り
。
王
、
出
づ
可
し
」
と
。
王
、
但
だ
美
人
妓
女
を
從
へ
、
騎
に
乘
り
て
我
迹
山
に
到
り
、
車
を
下
り
て
歩
き
上
る
。
有
一
美
人
。
經
行
山
中
。
從
崎
至
崎
。
顧
見
石
間
土
室
中
。
有
一
（
 
）
比
丘
。
長
鬚
髮
爪
。
衣
服
裂
敗
。
状
類
如
鬼
。
便
大
聲
呼
。
天
子
。
是
中
有
鬼
。
是
中
有
鬼
。
王
便
遙
問
何
所
在
。
美
人
言
。
近
在
石
間
土
室
中
。
王
即
拔
劍
從
之
。
見
比
丘
如
是
即
問
。
汝
何
等
（

）
人
。
對
言
。
我
是
沙
門
。
王
問
汝
何
等
沙
門
。
曰
我
是
釋
迦
沙
門
。
王
言
。
是
應
眞
耶
。
曰
非
也
。
寧
有
四
禪
耶
。
復
言
。
無
有
也
。
寧
三
禪
二
禪
耶
。
復
言
。
無
有
。
寧
至
一
禪
耶
。
對
曰
言
。
實
一
禪
行
。
王
便
恚
内
不
解
。
顧
謂
侍
者
黄
門
。
以
婬
意
念
。
是
（

）
沙
門
凡
俗
人
無
眞
行
。
奈
何
見
我
美
人
。
便
勅
侍
者
。
急
取
斷
絃
截
來
繋
是
人
。
侍
者
便
去
。
（

）
一
美
人
有
り
て
、
山
中
を
經
行
し
、
崎
よ
り
崎
に
至
る
。
石
間
の
土
室
中
を
顧
見
す
る
に
、
一
比
丘
有
り
。
鬚
髮
爪
を
長
く
し
て
衣
服
裂
敗
す
。
状
類
、
鬼
の
如
し
。﹇
美
人
﹈
便
ち
大
聲
に
呼
ぶ
。
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
５２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
病
」
と
あ
る
。
（
５３
）Cf
.S
n
.766−771.
（
５４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
経
」
の
字
を
欠
く
。
（
５５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
石
澗
」
と
す
る
。「
澗
」
は
谷
間
。
以
下
同
じ
。
（
５６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
鬚
髮
」
と
あ
る
。
賛
（
５７
）
こ
こ
で
は
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
髮
鬚
」
と
す
る
。
（
５８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
釋
家
」
と
す
る
。
（
５９
）
『
大
正
』
の
「
急
取
斷
絃
截
來
繋
是
人
」
を
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
急
取
斷
絃

來
嚙
是
人
」
と
す
る
。『
大
正
』
の
「
斷
絃
截
」
は
「
断
ち
切
っ
た
ロ
ー
プ
」
程
の
意
。
三
本
の
方
は
難
解
。「
斷
絃

」
の
「

」
は
蛾
と
同
義
で
、
蟻
に
も
通
じ
る
の
で
、Pj
に
引
き
つ
け
て
「

來
嚙
是
人
」
を
「
蟻
が
や
っ
て
き
て
こ
の
人
を
嚙
む
」
つ
ま
り
、「
蟻
に
嚙
ま
せ
る
」
と
い
う
意
に
取
る
に
し
て
も
、「
取
断
絃
」
が
浮
い
て
し
ま
い
解
釈
が
難
し
い
。『
大
正
』
を
採
る
。
（
６０
）
一
美
人
同
行
し
た
美
人
の
中
の
一
人
。
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（
 
）
「
天
子
。
是
の
中
に
鬼
有
り
。
是
の
中
に
鬼
有
り
」
と
。
王
、
便
ち
遙
に
問
ふ
。「
何
所
に
在
る
」
と
。
美
人
言
く
。「
近
く
石
間
の
土
室
中
に
在
り
」
と
。
王
即
ち
劍
を
拔
き
て
之
に
從
ふ
。
比
丘
を
見
る
に
是
く
の
如
し
。
即
ち
問
ふ
。「
汝
、
何
等
の
人
な
り
や
」
こ
た
と
。
對
へ
て
言
く
。「
我
れ
は
是
れ
沙
門
な
り
」
と
。
王
問
は
く
、
「
汝
、
何
等
の
沙
門
な
る
」
と
。
曰
く
、「
我
れ
は
是
れ
釋
迦
の
沙
門
な
り
」
と
。
王
言
く
、「
是
れ
應
に
眞
な
る
べ
し
や
、
非
な
り
と
曰
ふ
べ
し
や
。
寧
ろ
四
禪
有
り
や
」
と
。﹇
比
丘
﹈
復
た
言
く
、
「
有
る
こ
と
無
し
」
と
。﹇
王
言
く
﹈「
寧
ろ
三
禪
二
禪
あ
り
や
」
と
。
復
た
言
く
、「
有
る
こ
と
無
し
」
と
。「
寧
ろ
一
禪
に
至
れ
り
や
」
と
。
對
へ
て
曰
て
言
く
、「
實
に
一
の
禪
行
の
み
な
り
」
と
。
い
か
王
、
便
ち
恚
り
て
内
に
解
せ
ざ
れ
ば
、
顧
て
侍
者
黄
門
に
謂
く
、
「
婬
意
の
念
を
以
て
せ
ん
。
是
の
沙
門
は
凡
俗
の
人
に
し
て
眞
行
無
け
れ
ば
、
奈
何
ん
が
我
が
美
人
を
見
る
」
と
。
便
ち
侍
者
に
勅
す
ら
く
、「
急
ぎ
斷
絃
截
を
取
り
來
り
て
是
の
人
を
繋
す
べ
し
」
と
。
侍
者
、
便
ち
去
る
。
山
神
念
是
比
丘
無
過
。
今
當
怨
死
。
我
可
擁
護
令
脱
是
厄
。
便
化
作
大
猪
身
。
徐
走
王
邊
。
侍
者
即
白
王
。
大
猪
近
在
王
邊
。
王
便
捨
比
丘
。
拔
劍
逐
猪
。
比
丘
見
王
去
遠
。
便
走
出
到
舍
衞
祇
樹
給
孤
獨
園
中
。
爲
諸
比
丘
説
本
末
。
比
丘
即
白
佛
。
佛
是
時
因
是
本
變
有
義
生
。
命
我
比
丘
悉
知
經
卷
。
出
語
爲
後
世
學
作
明
。
令
我
經
道
久
住
。
と
が
山
神
念
ず
ら
く
、「
是
の
比
丘
に
過
無
き
に
、
今
當
に
怨
み
死
す
べ
し
。
我
れ
擁
護
し
て
是
の
厄
よ
り
脱
せ
し
む
可
し
」
と
。
（

）
便
ち
大
猪
身
を
化
作
し
、
徐
に
王
の
邊
り
に
走
る
。
侍
者
、
即
ち
ち
か
づ
王
に
白
さ
く
、「
大
猪
近
き
て
王
の
邊
り
に
在
り
」
と
。
王
、
便
ち
比
丘
を
捨
て
、
劍
を
拔
き
て
猪
を
逐
ふ
。
比
丘
、
王
の
去
る
こ
と
遠
き
な
る
を
見
て
、
便
ち
走
り
出
で
て
舍
衞
の
祇
樹
給
孤
獨
園
中
に
到
り
、
諸
比
丘
の
爲
に
本
末
を
説
け
り
。
比
丘
、
即
ち
佛
に
白
す
。
（

）
佛
、
是
の
時
、
是
の
本
變
に
因
ん
で
義
の
生
ず
る
有
り
。「
我
が
比
丘
を
し
て
悉
く
經
卷
を
知
ら
し
め
ん
。
語
を
出
し
て
、
後
世
の
學
び
の
爲
に
明
と
作
し
、
我
が
經
と
道
と
を
し
て
久
し
く
住
せ
し
め
ん
」
と
。
是
時
佛
説
義
足
經
４６
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繋
舍
多
所
願
住
其
邪
所
遮
（
 
）
以
遮
遠
正
道
欲
念
難
可
慧
坐
可
繋
胞
胎
繋
色
堅
雖
解
（

）
不
觀
去
來
法
慧
是
亦
斷
本
貪
欲
以
癡
盲
不
知
邪
利
増
坐
欲
被
痛
悲
從
是
當
何
依
（176
b
）
人
生
當
覺
是
世
邪
難
可
依
捨
正
不
著
念
命
短
死
甚
近
展
轉
是
世
苦
生
死
欲
溪
流
死
時
乃
念
怨
從
欲
詆
胎
極
自
可
受
痛
身
流
斷
少
水
魚
以
見
斷
身
可
三
世
復
何
増
力
欲
於
兩
面
彼
可
覺
莫
著
莫
行
所
自
怨
見
聞
莫
自
汚
覺
想
觀
度
海
有
我
尊
不
計
力
行
拔
未
出
致
使
乃
無
疑
佛
説
是
義
足
經
。
比
丘
歡
喜
。
（

）
是
の
時
、
佛
、
義
足
經
を
説
き
た
ま
ふ
。
㈠
舍
に
繋
し
て
願
ふ
所
多
く
其
の
邪
の
遮
す
る
所
に
住
め
ばすで
と
ほ
ざ
さ
と
以
に
遮
し
て
正
道
を
遠
け
り
欲
念
は
慧
る
可
き
こ
と
難
け
れ
ば
な
り
と
ど
ま
㈡
繋
す
可
き
胞
胎
に
坐
り
色
に
繋
す
こ
と
堅
く
ば
解
す
と
雖
も
去
來
の
法
を
觀
ぜ
ず
慧
ら
ば
是
れ
も
亦
た
本
を
斷
ず
㈢
貪
欲
は
癡
盲
な
る
を
以
て
邪
な
る
利
の
増
す
を
知
ら
ず
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
６１
）
天
子
「
嗚
呼
、
神
様
」
の
類
い
の
表
現
か
、
あ
る
い
は
、
中
国
語
の
表
現
と
し
て
、
王
に
大
袈
裟
に
呼
び
か
け
た
も
の
か
。
（
６２
）
こ
の
「
走
」
は
、
行
く
、
赴
く
。
（
６３
）
こ
の
「
変
」
は
、
思
い
が
け
な
い
出
来
事
、
ほ
ど
の
意
。
あ
た
（
６４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
恵
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
取
る
と
「
恵
ふ
可
き
こ
と
難
し
」
と
な
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
自
然
か
。
（
６５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
恵
」
と
す
る
。
こ
こ
は
「
恵
」
で
は
訓
み
づ
ら
い
。『
大
正
』
を
採
る
。
（
６６
）Cf
.S
n
.772−779.
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欲
に
坐
り
痛
悲
を
被
る
是
れ
に
從
へ
ば
當
に
何
の
依
か
あ
る
べ
き
㈣
人
生
は
當
に
是
れ
を
覺
る
べ
し
世
邪
は
依
る
可
き
こ
と
難
し
、
と
正
を
捨
て
念
に
著
か
ず
ば
命
は
短
か
く
死
は
甚
だ
近
し
㈤
展
轉
は
是
れ
世
の
苦
生
死
は
欲
の
溪
流
な
りそし
死
時
に
乃
ち
怨
を
念
じ
欲
に
從
ひ
胎
極
を
詆
る
㈥
自
ら
痛
を
受
く
可
き
身
は
流
れ
斷
え
水
少
な
き
と
こ
ろ
の
魚
な
り
以
て
身
を
斷
ず
る
を
可
な
り
と
見
よ
三
世
に
復
た
何
を
か
増
さ
ん
つ
と
㈦
力
め
て
兩
面
を
欲
せ
ば
彼
れ
著
す
る
莫
き
を
覺
る
可
し
自
ら
怨
む
所
を
行
ず
る
こ
と
莫
か
れ
見
聞
せ
る
を
自
ら
汚
す
こ
と
莫
か
れ
わ
た
が
㈧
想
を
覺
り
て
海
を
度
る
を
觀
ぜ
よ
我
有
り
と
尊
は
計
せ
ず力
め
て
行
じ
て
未
だ
出
で
ざ
る
を
拔
け
ば
致
り
て
乃
ち
疑
無
か
ら
し
む
佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
た
ま
ふ
に
、
比
丘
歡
喜
し
き
。
（
 
）
須
陀
利
經
第
三
聞
如
是
。
佛
在
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
。
爲
國
王
大
臣
及
理
家
所
（

）
待
敬
。
事
遇
不
懈
。
飯
食
衣
被
。
臥
床
疾
藥
。
供
所
當
得
。
是
時
（

）
梵
志
自
坐
其
講
堂
共
議
言
。
我
曹
本
爲
國
王
大
臣
人
民
理
家
所
侍
遇
。
今
棄
不
復
用
。
悉
反
事
沙
門
瞿
曇
及
諸
弟
子
。
今
我
曹
當
共
作
方
便
敗
之
耳
。
便
共
議
。
今
但
當
求
我
曹
部
伍
中
最
端
正
好
女
共
殺
之
。
以
其
死
屍
。
埋
於
祇
樹
間
。
爾
乃
毀
傷
沙
門
瞿
曇
及
諸
弟
子
。
令
惡
名
遠
聞
。
待
遇
者
遠
離
不
復
敬
之
。
學
者
悉
不
復
得
衣
食
。
皆
當
來
事
我
曹
。
我
曹
便
當
爲
世
尊
。
壞
瞿
曇
世
無
能
勝
我
曹
者
。
須
陀
利
經
第
三
聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
に
（

）
つ
か
在
し
き
。
國
王
・
大
臣
及
び
理
家
の
待
敬
す
る
所
と
爲
る
。
事
へ
お
こ
た
遇
す
る
に
懈
ら
ず
、
飯
食
・
衣
被
・
臥
床
・
疾
藥
、
當
に
得
べ
き
所
を
供
し
た
て
ま
つ
る
。
４８
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是
の
時
、
梵
志
自
ら
其
の
講
堂
に
坐
し
、
共
に
議
言
す
ら
く
、
わ
れ
ら
「
我
曹
、
本
、
國
王
・
大
臣
・
人
民
・
理
家
の
待
遇
せ
し
所
と
爲
そ
む
り
し
に
、
今
、
棄
て
て
復
と
用
ゐ
ら
れ
ず
。
悉
く
反
き
て
沙
門
瞿
つ
か
曇
と
及
び
諸
弟
子
に
事
へ
り
。
今
、
我
曹
、
當
に
共
に
方
便
を
作
し
て
之
を
敗
る
べ
き
の
み
」
と
。
便
ち
共
に
議
せ
り
。「
今
は
但
む
す
め
だ
、
當
に
、
我
曹
が
部
伍
中
の
最
も
端
正
に
し
て
好
し
き
女
を
求
め
て
共
に
之
を
殺
す
べ
し
。
其
の
死
屍
を
以
て
祇
樹
の
間
に
埋
め
（
 
）
ん
。
爾
ら
ば
乃
ち
沙
門
瞿
曇
と
及
び
諸
弟
子
と
を
毀
傷
し
、
惡
名
を
し
て
遠
く
聞
こ
え
し
め
ん
。
待
遇
せ
る
者
は
遠
離
し
て
復
と
之
を
敬
せ
ざ
ら
ん
。
學
者
は
悉
く
復
と
衣
食
を
得
ざ
ら
ん
。
皆
な
當
に
來
り
て
我
曹
に
事
ふ
べ
し
。
我
曹
、
便
ち
當
に
世
の
尊
と
爲
り
て
瞿
曇
を
壞
し
、
世
に
能
く
我
曹
に
勝
る
者
無
か
る
べ
し
」
と
。
即
共
行
謂
好
首
言
。
汝
寧
知
我
曹
今
棄
不
復
見
用
。
反
以
沙
門
瞿
（

）
曇
爲
師
。
汝
寧
能
忿
爲
衆
作
利
不
。
好
首
言
。
作
利
云
何
。
曰
唯
捨
壽
命
死
耳
。
答
言
。
我
不
能
也
。
曰
汝
不
能
爾
者
從
今
以
後
。
終
不
復
内
汝
著
數
中
也
。（176
c
）
女
聞
大
不
樂
。
即
言
諾
。
是
我
職
當
也
。
衆
學
言
。
善
哉
。
便
共
教
女
言
。
從
今
以
後
。
朝
暮
到
佛
所
。
數
往
祇
樹
間
。
悉
令
萬
姓
見
知
汝
。
如
是
我
曹
共
殺
汝
。
埋
著
祇
樹
間
。
令
瞿
曇
得
毀
辱
不
。
小
女
即
承
教
。
數
數
往
來
沙
門
所
。
令
衆
人
知
女
。
如
是
便
取
女
殺
埋
著
祇
樹
間
。
即
ち
共
に
行
き
て
好
首
に
謂
ひ
て
言
く
、「
汝
、
寧
ろ
我
曹
の
今
や
棄
て
て
復
と
用
ゐ
ら
れ
ず
、
反
き
て
沙
門
瞿
曇
を
以
て
師
と
爲
せ
る
を
を
知
る
や
。
汝
、
寧
ろ
能
く
忿
り
て
衆
の
爲
に
利
を
作
す
や
不
や
」
と
。
好
首
言
く
、「
利
を
作
す
と
は
云
何
ん
」
と
。
曰
く
「
唯
だ
壽
命
を
捨
し
て
死
す
の
み
」
と
。
答
へ
て
言
く
、
し
か
「
我
れ
能
は
ず
」
と
。
曰
く
、「
汝
、
爾
す
る
能
は
ず
ん
ば
、
今
よ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
６７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
経
」
の
字
を
欠
く
。
（
６８
）
『
大
正
』
の
「
臥
」
を
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
臥
具
」
と
す
る
。
（
６９
）
諸
本
「
待
」
に
作
る
。『
大
正
』
の
誤
植
。
改
め
る
。
（
７０
）
理
家
漢
語
本
来
の
意
味
と
し
て
は
「
料
理
家
」
或
い
は
「
家
を
治
め
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
治
め
る
人
、
つ
ま
り
官
吏
を
指
す
か
。
（
７１
）
「
以
其
死
屍
埋
祇
樹
間
」
倒
置
の
構
文
。
こ
の
「
以
」
は
、「
埋
」
の
目
的
語
「
其
死
屍
」
を
先
行
さ
せ
た
も
の
。
（
７２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
惟
」
と
あ
る
。
同
義
。
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（
 
）
り
以
後
、
終
に
復
と
汝
を
著
數
中
に
内
れ
ざ
る
な
り
」
と
。
女
聞
き
て
大
い
に
樂
し
ま
ざ
れ
ど
も
、
即
ち
言
ふ
。「
諾
。
是
れ
我
が
職
な
れ
ば
當
ら
ん
」
と
。
衆
學
言
く
、「
善
き
か
な
」
と
。
便
ち
共
に
女
に
教
え
て
言
く
、「
今
よ
り
以
後
、
朝
暮
に
佛
所
に
到
り
、
數
し
ば
祇
樹
の
間
に
往
き
、
悉
く
萬
姓
を
し
て
汝
を
見
知
せ
し
め
よ
。
是
く
の
如
く
せ
ば
、
我
曹
、
共
に
汝
を
殺
し
、
祇
樹
の
間
に
埋
著
せ
ん
。
瞿
曇
を
し
て
毀
辱
を
得
し
む
や
不
や
」
と
。
し
ば
し
ば
小
女
、
即
ち
教
を
承
け
て
數
數
沙
門
の
所
に
往
來
し
、
衆
人
を
し
て
女
を
知
ら
し
む
。
是
く
の
如
く
し
て
、
便
ち
女
を
取
り
て
殺
し
祇
樹
の
間
に
埋
著
す
。
衆
梵
志
便
相
聚
會
。
到
王
宮
門
。
稱
怨
言
。
我
曹
學
中
有
一
女
。
獨
端
正
花
色
無
雙
。
今
生
亡
不
知
處
。
王
謂
言
。
女
行
來
常
在
何
所
。
共
對
言
。
常
往
來
沙
門
瞿
曇
所
。
王
言
。
爾
者
當
於
彼
求
。
便
從
王
乞
吏
兵
。
王
即
與
之
。
尋
求
行
轉
到
祇
樹
間
。
便
掘
出
死
（

）
屍
著
床
上
。
共
持
於
舍
衞
四
道
。
悉
遍
里
巷
稱
怨
言
。
衆
人
觀
沙
門
瞿
曇
釋
家
子
。
常
稱
言
徳
戒
弘
普
無
上
。
如
何
私
與
女
人
通
。
殺
埋
藏
之
。
如
是
當
有
何
法
何
徳
何
戒
行
乎
。
食
時
衆
比
丘
。
悉
持
應
器
。
入
城
乞
食
。
衆
理
家
人
民
。
遙
見
便
罵
言
。
是
曹
沙
門
。
自
稱
言
有
法
徳
戒
。
子
曹
所
犯
若
此
。
當
有
何
善
。
奈
何
復
得
衣
食
。
衆
比
丘
聞
如
是
。
持
空
應
器
出
城
。
洗
手
足
盛
藏
應
器
。
到
佛
所
作
禮
悉
住
不
坐
。
如
事
具
説
。
衆
梵
志
、
便
ち
相
ひ
聚
會
し
て
王
宮
の
門
に
到
り
、
怨
言
を
稱
ふ
。「
我
曹
が
學
中
に
一
女
有
り
。
獨
り
端
正
に
し
て
花
色
無
雙
な
り
。
今
、
生
と
亡
と
、
處
を
知
ら
ず
」
と
。
王
謂
ひ
て
言
く
、
「
女
の
行
來
は
常
に
何
所
に
在
り
し
や
」
と
。
共
に
對
へ
て
言
く
、
「
常
に
沙
門
瞿
曇
の
所
に
往
來
せ
り
」
と
。
王
言
く
、「
爾
ら
ば
當
か
し
こ
に
彼
に
於
て
求
む
べ
し
」
と
。
便
ち
王
よ
り
吏
兵
を
乞
ふ
。
王
即
う
た
た
ち
之
を
與
ふ
。
尋
求
し
て
行
き
、
轉
た
祇
樹
の
間
に
到
る
。
便
ち
お
死
屍
を
掘
り
出
し
て
床
上
に
著
き
、
共
に
持
ち
て
、
舍
衞
の
四
道
に
於
て
、
悉
く
里
巷
を
遍
く
し
て
怨
言
を
稱
ふ
。「
衆
人
、
沙
門
瞿
曇
釋
家
の
子
を
觀
ず
る
に
、
常
に
徳
戒
の
弘
普
無
上
な
る
を
ひ
そ
か
稱
言
せ
る
に
、
如
何
ん
ぞ
私
に
女
人
と
通
じ
、
殺
し
て
之
を
埋
藏
す
や
。
是
く
の
如
く
ん
ば
、
當
に
何
の
法
、
何
の
徳
、
何
の
戒
行
有
る
べ
け
ん
」
と
。
食
時
に
、
衆
比
丘
、
悉
く
應
器
を
持
し
、
城
に
入
り
て
乞
食
す
こ
れ
ら
る
に
、
衆
の
理
家
人
民
、
遙
か
に
見
て
便
ち
罵
り
て
言
く
、「
是
曹
５０
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の
沙
門
、
自
ら
法
・
徳
・
戒
有
り
と
稱
言
せ
る
に
、
子
曹
の
犯
す
所
、
此
く
の
若
し
。
當
に
何
の
善
有
る
べ
し
や
。
奈
何
ん
ぞ
復
た
衣
食
を
得
ん
や
」
と
。
衆
比
丘
の
聞
く
こ
と
是
く
の
如
し
。
空
の
應
器
を
持
し
て
城
を
出
づ
。
手
足
を
洗
ひ
、
應
器
を
盛
藏
し
て
佛
の
所
に
到
り
、
禮
を
作
し
て
悉
く
住
す
る
に
、
坐
せ
ず
し
て
事
の
如
く
具
に
説
け
り
。
是
時
佛
説
偈
言
。
無
想
放
意
妄
語
衆
鬥
被
箭
忍
痛
聞
凡
放
善
惡
言
比
丘
忍
無
亂
意
佛
告
比
丘
。
我
被
是
妄
謗
。
不
過
七
日
耳
。
の
た
ま
是
の
時
、
佛
、
偈
を
説
き
て
言
は
く
、
ほ
し
い
ま
ま
た
た
か
ひ
お
ほ
意
を
放
に
し
て
妄
語
す
る
を
想
ふ
こ
と
無
く
鬥
衆
く
か
う
む
箭
を
被
る
も
痛
を
忍
ぶ
凡
﹇
夫
﹈
の
善
惡
の
言
を
放
に
す
る
を
聞
く
も
比
丘
は
忍
び
て
意
を
亂
す
こ
と
無
か
れ
佛
、
比
丘
に
告
げ
た
ま
ふ
。「
我
が
是
の
妄
謗
を
被
る
こ
と
、
七
日
を
過
ぎ
ざ
る
の
み
」
と
。
（
 
）
（

）
是
時
有
清
信
女
。
字
惟
閻
。
於
城
中
聞
比
丘
求
食
悉
空
還
。
甚
鄙
念
佛
及
比
丘
僧
。
便
疾
行
到
祇
樹
。
至
佛
所
頭
面
作
禮
。
繞
佛
坐
一
邊
。
佛
爲
廣
説
經
法
。
惟
閻
聞
經
竟
。
起
叉
手
白
佛
言
。
願
尊
及
比
丘
僧
。
從
我
家
飯
七
日
。
佛
默
然
受
之
。
惟
閻
便
繞
佛
三
匝
而
去
。
至
七
日
。
佛
告
阿
難
。（177
a
）
汝
與
衆
比
丘
入
城
。
悉
於
里
巷
四
徼
街
道
説
偈
言
。
是
の
時
、
清
信
女
有
り
。
字
は
惟
閻
。
城
中
に
於
て
、
比
丘
の
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
７３
）
著
數
「
親
し
い
仲
間
」
ほ
ど
の
意
か
。
（
７４
）
『
磧
砂
蔵
』
は
「
牀
」。
（
７５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
清
浄
女
」。
あ
は
（
７６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「

」
と
す
る
。
こ
れ
は
「
恤
」
の
異
体
字
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、「

れ
み
」
と
な
る
。
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は食
を
求
む
る
も
悉
く
空
し
く
還
る
を
聞
き
て
、
甚
だ
鄙
じ
て
佛
及
び
比
丘
僧
を
念
じ
、
便
ち
疾
く
行
き
て
祇
樹
に
到
る
。
佛
の
所
に
至
り
頭
面
も
て
禮
を
作
し
、
佛
を
繞
り
て
一
邊
に
坐
し
き
。
佛
、
爲
に
廣
く
經
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
惟
閻
、
經
を
聞
き
竟
り
、
起
ち
叉
手
し
て
佛
に
白
し
て
言
さ
く
、「
願
は
く
は
、
尊
及
ゆ
る
び
比
丘
僧
、
我
が
家
の
飯
を
從
し
た
ま
ふ
こ
と
七
日
し
た
ま
へ
」
と
。
佛
、
默
然
と
し
て
之
を
受
け
た
ま
ふ
。
惟
閻
、
便
ち
佛
を
繞
る
こ
と
三
匝
に
し
て
去
る
。
七
日
に
至
り
て
、
佛
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
ふ
。「
汝
、
衆
比
丘
と
城
に
入
り
て
、
悉
く
里
巷
四
徼
街
道
つ
に
於
て
偈
を
説
き
て
言
げ
よ
」
と
。
（
 
）
常
欺
倒
邪
冥
説
作
身
不
犯
重
冥
行
欺
具
自
怨
到
彼
苦
修
地
利
分
具
不
守
怨
自
賊
惡
言
截
頭
本
常
關
守
其
門
（

）
當
尊
反
興
毀
尊
空
無
戒
人
從
口
内
衆
憂
嫉
心
衆
不
安
（

）
摶
掩
利
人
財
力
欺
亦
可
致
是
悉
皆
可
忍
是
最
以
亡
寶
有
怨
於
正
人
世
六
餘
有
五
惡
有
道
致
彼
坐
意
行
不
正
欺
咤
有
十
萬
常
に
欺
り
て
邪
冥
を
倒
じ
説
き
て
身
に
犯
さ
ず
と
作
す
つ
ぶ
さ
冥
を
重
ね
て
欺
を
行
ず
る
こ
と
具
に
し
自
ら
怨
め
ば
彼
の
苦
に
到
る
地
を
修
す
る
利
分
け
具
ふ
る
も
守
ら
ず
ば
自
ら
の
賊
な
る
を
怨
む
い
づ
く
ん
惡
ぞ
頭
本
を
截
り
て
常
に
其
の
門
を
關
守
す
と
言
は
ん
そ
む
當
に
尊
ぶ
べ
き
に
反
き
て
毀
を
興
し
空
し
き
無
戒
人
を
尊
ぶよ
い
お
ほ
口
從
り
衆
憂
を
内
れ
嫉
心
あ
れ
ば
不
安
衆
し
つ
と
人
を
利
す
る
財
を
摶
掩
し
力
め
て
欺
く
こ
と
も
亦
た
致
す
可
し
是
れ
悉
く
皆
忍
ぶ
可
し
是
れ
最
も
以
て
寶
を
亡
ふ
そ
し
（

）
正
し
き
を
怨
る
人
有
り
世
に
六
、
餘
に
五
有
り
か
し
こ
惡
ぞ
道
の
彼
に
致
る
有
り
て
坐
し
て
意
に
不
正
を
行
ぜ
ん
５２
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（
 
）
欺
咤
に
十
萬
有
り
阿
難
即
受
教
。
倶
入
城
。
於
里
巷
四
街
道
。
説
如
佛
所
言
。
即
時
（

）
舍
衞
人
民
及
諸
里
家
。
皆
生
意
言
。
釋
家
子
實
無
惡
。
學
在
釋
家
。
終
不
有
邪
行
。
是
時
衆
異
梵
志
。
自
於
講
堂
有
所
訟
。
中
有
一
人
。
言
露
子
曹
事
。
於
外
出
聲
言
。
汝
曹
自
共
殺
好
首
。
而
怨
佛
及
弟
子
乎
。
大
臣
聞
是
聲
。
便
入
啓
王
。
王
即
召
衆
梵
志
問
。
汝
曹
自
共
殺
好
首
不
。
便
言
實
爾
。
王
怒
曰
。
當
重
罰
子
曹
。
奈
何
於
我
國
界
。
自
稱
爲
道
。
而
有
殺
害
之
心
。
即
勅
傍
臣
。
悉
收
（

）
子
曹
。
遍
徇
舍
衞
城
里
巷
匝
。
逐
出
國
界
去
。
阿
難
即
ち
教
を
受
け
、
倶
に
城
に
入
り
て
、
里
巷
四
街
道
に
於
の
た
ま
て
説
く
こ
と
佛
の
言
ふ
所
の
如
し
。
即
ち
時
に
舍
衞
の
人
民
と
及
び
諸
理
家
、
皆
意
言
を
生
ず
、「
釋
家
の
子
に
實
に
惡
無
し
。
學
び
て
釋
家
に
在
る
に
は
、
終
に
邪
行
有
ら
ず
」
と
。
是
の
時
、
衆
の
異
梵
志
自
ら
講
堂
に
於
て
訟
ふ
る
所
有
り
。
中
に
一
人
有
り
て
、「
子
曹
の
事
を
露
さ
ん
」
と
言
ひ
て
、
外
に
な
ん
だ
ち
於
て
聲
を
出
し
て
言
へ
り
。「
汝
曹
、
自
ら
共
に
好
首
を
殺
せ
り
。
と
が
而
し
て
佛
と
及
び
弟
子
と
を
怨
め
る
か
」
と
。
大
臣
、
是
の
聲
を
ま
う
聞
き
、
便
ち
入
り
て
王
に
啓
す
。
王
即
ち
衆
梵
志
を
召
し
て
問
は
く
、「
汝
曹
、
自
ら
共
に
好
首
を
殺
せ
る
か
不
か
」
と
。
便
ち
言
く
、「
實
に
爾
り
」
と
。
王
怒
り
て
曰
く
、「
當
に
重
く
子
曹
を
罰
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
７７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
到
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
常
に
欺
り
て
邪
冥
に
到
る
も
」
と
な
る
。
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ
る
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
。
（
７８
）
『
大
正
』
に
は
「
當
尊
反
興
毀
」
と
あ
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
常
尊
及
興
毀
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、「
常
に
尊
ぶ
も
毀
を
興
す
に
及
び
」
と
な
る
。
ひ
ろ
（
７９
）
『
大
正
』
は
「
摶
掩
」
と
す
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
愽
掩
」
と
す
る
。「
愽
」
は
「
博
」
の
異
体
字
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
愽
く
人
を
利
す
る
財
を
掩
ひ
」
と
な
る
。
（
８０
）
世
に
六
、
餘
に
五
有
り
こ
の
「
世
の
六
」
は
あ
る
い
は
六
師
外
道
を
指
す
か
も
知
れ
な
い
が
確
定
で
き
な
い
。
孰
れ
に
せ
よ
「
余
の
五
」
と
共
に
、
何
を
意
味
す
る
の
か
未
詳
。
（
８１
）
欺
咤
に
十
萬
有
り
こ
の
「
欺
咤
」
も
、
原
語
はgı¯ta/g
ı¯ta¯
（
歌
謡
／
聖
歌
）
で
あ
ろ
う
が
、
未
詳
。
（
８２
）
諸
本
「
理
家
」
に
作
る
。『
大
正
』
の
誤
植
。
（
８３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
逓
」
と
す
る
。「
伝
え
る
」
意
。
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す
べ
し
。
奈
何
ぞ
、
我
が
國
界
に
於
て
、
自
ら
道
を
爲
す
と
稱
し
て
殺
害
の
心
有
る
」
と
。
即
ち
傍
臣
に
勅
す
ら
く
、「
悉
く
子
曹
つ
め
ぐ
を
收
め
、
遍
く
舍
衞
城
の
里
巷
に
徇
げ
匝
り
て
、
逐
に
國
界
よ
り
出
で
去
ら
し
め
よ
」
と
。
佛
以
食
時
。
從
諸
比
丘
。
皆
持
應
器
入
城
。
時
有
清
信
士
。
名
阿
須
利
。
遙
見
佛
。
便
往
作
禮
。
揚
聲
白
佛
言
。
聞
者
不
識
四
方
名
心
甚
悲
。
所
聞
經
法
。
不
能
復
誦
。
聞
佛
及
比
丘
僧
怨
被
惡
名
。
佛
謂
阿
須
利
言
。
不
適
有
是
宿
命
因
縁
。（177
b
）
佛
便
説
偈
言
。佛
、
食
時
を
以
て
、
諸
比
丘
を
從
へ
た
ま
ふ
。
皆
應
器
を
持
し
て
城
に
入
る
。
時
に
清
信
士
有
り
。
阿
須
利
と
名
づ
く
。
遙
に
佛
を
見
て
、
便
ち
往
き
て
禮
を
作
し
、
聲
を
揚
げ
て
佛
に
白
し
て
言
さ
く
、「
聞
く
こ
と
は
四
方
の
名
を
識
ら
ず
。
心
甚
だ
悲
し
め
り
。
所
聞
の
經
法
は
復
た
と
誦
す
る
能
は
ず
。
佛
と
及
び
比
丘
僧
と
の
と
が怨
め
ら
れ
惡
名
を
被
る
を
聞
け
ば
な
り
」
と
。
の
た
ま
は
た
ま
た
佛
、
阿
須
利
に
謂
ひ
て
言
く
、「
適
ま
是
の
宿
命
の
因
縁
有
る
に
あ
ら
ず
」
と
。
佛
、
便
ち
偈
を
説
き
て
言
く
、
亦
毀
於
少
言
多
言
亦
得
毀
（
 
）
亦
毀
於
忠
言
世
惡
無
不
毀
過
去
亦
當
來
現
在
亦
無
有
（

）
誰
盡
壽
見
毀
難
形
尚
敬
難
そ
し
亦
た
少
言
も
毀
ら
れ
多
言
も
亦
た
毀
ら
る
る
を
得
い
づ
く
ん
亦
た
忠
言
も
毀
ら
る
れ
ば
世
に
惡
ぞ
毀
ら
れ
ざ
る
無
け
ん過
去
も
亦
た
當
來
も
現
在
も
亦
た
﹇
毀
ら
れ
ざ
る
﹈
有
る
無
き
も
誰
か
盡
壽
ま
で
毀
ら
る
形
す
ら
難
き
に
尚
ほ
敬
ふ
は
難
し
佛
廣
爲
阿
須
利
説
經
。
便
到
須
達
家
。
直
坐
正
座
。
須
達
便
爲
佛
作
禮
。
叉
手
言
。
我
屬
者
悲
。
身
不
識
方
面
。
所
聞
經
法
不
能
復
誦
。
聞
佛
及
比
丘
僧
怨
被
惡
名
。
佛
、
廣
く
阿
須
利
の
爲
に
經
を
説
き
た
ま
ふ
。
便
ち
須
達
の
家
に
到
り
、
直
ち
に
正
座
に
坐
し
た
ま
ふ
。
須
達
便
ち
佛
の
爲
に
禮
５４
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（
 
）
み
づ
か
を
作
し
、
叉
手
し
て
言
く
、「
我
れ
、
屬
者
、
悲
し
め
り
。
身
ら
方
面
を
識
ら
ず
。
聞
き
し
所
の
經
法
、
復
と
誦
す
る
能
は
ず
。
佛
と
及
び
比
丘
僧
と
の
怨
め
ら
れ
惡
名
を
被
る
を
聞
け
ば
な
り
」
と
。
佛
是
時
説
偈
言
。
我
如
象
行
鬥
被
瘡
不
著
想
（

）
念
我
忍
意
爾
世
人
無
喜
念
（

）
我
手
無
瘡
瘍
以
手
把
毒
行
無
瘡
毒
從
生
善
行
惡
不
成
の
た
ま
は
佛
、
是
の
時
、
偈
を
説
き
て
言
く
、
我
れ
象
の
行
き
て
鬥
ひ
瘡
を
被
る
も
想
に
著
せ
ざ
る
が
如
く
我
が
忍
意
を
念
ず
る
も
爾
り
世
人
に
喜
念
無
し
我
が
手
に
瘡
瘍
無
け
れ
ば
手
を
以
て
毒
を
把
り
て
行
く
瘡
毒
の
從
り
て
生
ず
る
無
し
善
行
に
惡
成
ぜ
ず
（

）
佛
廣
爲
須
達
説
經
。
便
到
維
閻
家
。
直
坐
正
座
。
維
閻
作
禮
竟
。
叉
手
言
。
屬
者
我
悲
。
身
不
識
方
面
。
所
聞
經
法
。
不
能
復
誦
。
聞
佛
及
比
丘
僧
怨
被
惡
名
。
佛
、
廣
く
須
達
の
爲
に
經
を
説
き
た
ま
ひ
、
便
ち
維
閻
の
家
に
到
り
、
直
ち
に
正
座
に
坐
し
た
ま
ふ
。
維
閻
、
禮
を
作
し
竟
り
、
み
づ
か
叉
手
し
て
言
さ
く
、「
屬
者
、
我
れ
悲
し
め
り
。
身
ら
方
面
を
識
ら
ず
。
聞
き
し
所
の
經
法
、
復
と
誦
す
る
能
は
ず
。
佛
と
及
び
比
丘
僧
と
の
怨
め
ら
れ
惡
名
を
被
る
を
聞
け
ば
な
り
」
と
。
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
８４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
悪
言
」
と
あ
る
。
意
味
は
通
じ
る
が
、
文
脈
上
「
忠
言
」
の
方
が
相
応
し
い
か
。
（
８５
）
『
磧
砂
蔵
』
に
は
「
尽
形
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
形
を
尽
く
す
ま
で
／
尽
形
ま
で
」
と
な
る
。
（
８６
）
屬
者
近
頃
。
最
近
。
（
８７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
善
念
」
と
あ
る
。
文
脈
の
上
で
は
、
こ
ち
ら
を
採
る
べ
き
か
。
（
８８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
瘡
痒
」
と
す
る
。
今
は
同
義
。
（
８９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
惟
閻
」
と
す
る
。
こ
の
後
総
て
同
様
。
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佛
因
爲
維
閻
説
偈
言
。
無
曉
欲
使
惱
内
淨
外
何
汚
愚
人
怨
自
誤
向
風
揚
細
塵
佛
、
因
り
て
維
閻
の
爲
に
偈
を
説
き
て
言
は
く
、
さ
と曉
る
こ
と
無
く
惱
ま
し
め
ん
と
欲
す
と
も
内
淨
な
ら
ば
、
外
何
ぞ
汚
れ
ん
愚
人
怨
み
て
自
ら
誤
ま
る
こ
と
風
に
向
ひ
て
細
塵
を
揚
ぐ
る
が
ご
と
し
（
 
）
維
閻
是
時
。
快
飯
食
佛
比
丘
僧
竟
。
澡
水
與
下
坐
。
聽
佛
説
經
。
（

）
佛
爲
説
守
戒
淨
行
。
悉
見
諸
道
便
而
去
。
時
國
王
波
私
匿
。
具
從
（

）
事
騎
。
以
王
威
法
。
出
城
到
祇
樹
。
欲
前
見
佛
故
。
乘
騎
未
到
。
下
車
歩
入
。
遙
見
佛
。
便
却
蓋
解
冠
。
却
諸
侍
從
。
脱
足
金
屣
。
（

）
便
前
爲
佛
作
禮
就
座
。
叉
手
白
佛
言
。
屬
者
甚
悲
。
身
不
識
方
面
。
所
聞
經
法
不
復
誦
。
聞
佛
及
比
丘
僧
怨
被
惡
名
。
ほ
し
い
ま
ま
維
閻
、
是
の
時
、
快
に
佛
と
比
丘
僧
と
に
飯
食
し
竟
り
、
澡
と
も
水
し
て
與
に
座
よ
り
下
り
て
、
佛
の
經
を
説
き
た
ま
ふ
を
聽
け
あ
ら
は
り
。
佛
、
爲
に
守
戒
の
淨
行
を
説
き
た
ま
ひ
、
悉
く
諸
道
を
見
し
す
な
は
て
便
而
ち
去
り
た
ま
ふ
。
時
に
國
王
波
私
匿
、
具
さ
に
車
騎
を
從
へ
、
王
の
威
法
を
以
て
す
す
ま
み
城
を
出
で
祇
樹
に
到
る
。
前
み
て
佛
に
見
え
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
乘
騎
の
未
だ
到
ら
ざ
る
に
、
車
を
下
り
て
歩
み
て
入
り
、
遙
か
に
佛
を
見
て
、
便
ち
蓋
を
却
け
冠
を
解
き
、
諸
の
侍
從
を
却
け
、
足
の
金
屣
を
脱
ぎ
て
便
ち
前
み
、
佛
の
爲
に
禮
を
作
し
て
座
ち
か
ご
ろ
に
就
く
。
叉
手
し
て
佛
に
白
し
て
言
さ
く
、「
屬
者
、
甚
だ
悲
し
み
づ
か
め
り
。
身
ら
方
面
を
識
ら
ず
。
聞
き
し
所
の
經
法
、
復
と
誦
へ
ず
。
佛
と
及
び
比
丘
僧
と
怨
め
ら
れ
惡
名
を
被
る
を
聞
け
ば
な
り
」
と
。
佛
即
爲
王
説
偈
言
。
邪
念
説
彼
短
解
意
諦
説
善
口
直
次
及
尊
善
惡
捨
不
憂
（177
c
）
以
行
當
那
捨
棄
世
欲
自
在
抱
至
徳
不
亂
制
欲
人
所
詰
５６
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（
 
）
の
た
ま
は
佛
、
即
ち
王
の
爲
に
偈
を
説
き
て
言
く
、
あ
き
ら
か
㈠
邪
念
も
て
彼
の
短
を
説
き
諦
な
り
と
解
意
し
て
善
な
り
と
説
く
口
よ
り
直
に
次
で
尊
に
及
ぶ
と
も
﹇
尊
は
﹈
善
惡
を
捨
て
て
憂
へ
ず
な
に
㈡
行
を
以
て
當
に
那
を
か
捨
つ
べ
き
世
を
棄
て
て
自
在
を
欲
す
至
徳
を
抱
き
て
亂
れ
ず
欲
を
制
す
る
も
人
の
詰
る
所
な
ら
ん
舍
衞
一
國
人
民
。
悉
生
念
疑
。
佛
及
比
丘
僧
。
從
何
因
縁
。
致
是
惡
名
聲
厄
。
共
視
佛
威
神
。
甚
大
巍
巍
。
如
星
中
月
。
適
無
敢
難
。
舍
衞
一
國
の
人
民
、
悉
く
念
を
生
じ
て
疑
ふ
ら
く
、「
佛
と
及
び
比
丘
僧
と
、
何
の
因
縁
に
從
り
て
是
の
惡
し
き
名
聲
の
厄
を
致
す
。
共
に
佛
の
威
神
を
視
る
に
、
甚
だ
大
に
し
て
巍
巍
た
る
こ
ま
さ
と
、
星
中
の
月
の
如
し
。
適
に
敢
て
難
ず
る
無
け
ん
」
と
。
佛
悉
知
其
所
念
。
便
説
是
義
足
經
言
。
如
有
守
戒
行
人
問
不
及
先
具
演
有
疑
正
非
法
道
欲
來
學
且
自
淨
以
止
不
拘
是
世
常
自
説
著
戒
堅
是
道
法
黠
所
信
不
著
綺
行
教
世
法
不
匿
不
朽
言
毀
尊
我
不
喜
恐
自
見
行
無
邪
漏
不
著
想
何
瞋
喜
（

）
（

）
所
我
有
以
轉
捨

明
法
正
著
持
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
９０
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
座
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
。
（
９１
）
明
版
は
「
波
斯
匿
」
と
す
る
。
以
下
同
様
。
（
９２
）
麗
蔵
・
磧
砂
蔵
に
は
「
車
騎
」
と
あ
る
。『
大
正
』
の
誤
植
。
改
め
る
。
（
９３
）
『
大
正
』
に
は
「
座
」
と
あ
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
坐
」
と
す
る
。『
大
正
』
を
採
る
。
（
９４
）Cf
.S
n
.780−781.
（
９５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
鮮
」
と
す
る
。「

」
は
、
今
は
「
鮮
」
と
同
義
。
た
だ
（
９６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
止
」
と
す
る
。「
止
」
を
採
る
と
「
止
に
」
と
訓
む
。
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（
 
）
求
正
利
得
必
空
以
想
空
法
本
空
不
著
餘
無
所
有
行
不
願
三
界
生
（

）
可
瞑
冥
悉
已
斷
云
何
行
有
處
所
所
當
有
悉
裂
去
所
道
説
無
愛
著
已
不
著
亦
可
離
從
行
拔
悉
捨
去
佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
歡
喜
。
し
ろ
し
め
（

）
の
た
ま
は
佛
、
悉
く
其
の
所
念
を
知
し
、
便
ち
是
の
義
足
經
を
説
き
て
言
く
、
も
㈢
如
し
戒
行
を
守
る
人
有
り
て
問
の
及
ば
ざ
る
に
先
ん
じ
て
具
に
演
べ
な
ば
正
と
非
法
と
の
道
を
疑
ふ
有
ら
ん
來
り
て
學
び
且
つ
自
ら
淨
め
ん
と
欲
す
べ
し
㈣
止
を
以
て
是
の
世
に
拘
ら
ず
常
に
自
ら
説
き
て
戒
の
堅
な
る
に
著
く
是
の
道
法
は
黠
の
信
ず
る
所
な
り
綺
行
に
著
せ
ず
世
に
教
うかく
㈤
法
は
匿
れ
ず
朽
言
な
ら
ず
尊
を
毀
つ
も
我
れ
喜
恐
せ
ず自
ら
行
を
見
な
ば
邪
漏
無
し
想
に
著
せ
ず
ん
ば
何
ぞ
瞋
喜
せ
ん
た
も
う
た
㈥
我
が
有
つ
所
は
以
て
轉
た
捨
て

明
な
る
法
の
み
正
に
著
持
す
正
利
を
求
め
な
ば
得
る
は
必
ず
空
な
り
空
を
想
ふ
を
以
て
法
は
本
よ
り
空
な
り
㈦
餘
に
著
せ
ず
所
有
無
し
行
じ
て
三
界
の
生
を
願
は
ず
瞑
冥
は
悉
く
已
に
斷
ず
可
し
云
何
ん
が
行
ず
る
に
處
所
有
ら
ん
た
も
と
㈧
當
に
有
つ
べ
き
所
は
悉
く
裂
き
去
り
道
説
く
所
に
愛
著
無
し
已
に
著
せ
ざ
る
も
亦
た
離
る
可
し
行
ず
る
に
從
ひ
て
拔
き
悉
く
捨
て
去
ら
ん
佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ふ
に
、
比
丘
歡
喜
し
き
。
５８
『????』?23? ?25??2014?3???（???????）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
９７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
相
」
と
す
る
。
同
義
。
（
９８
）
『
大
正
』
に
は
「
瞑
」
と
あ
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
瞋
」
と
す
る
。
孰
れ
で
も
意
味
は
通
じ
る
。
（
９９
）Cf
.S
n
.782−787.
５９ 支謙訳『義足経』解読研究㈠
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